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基本インターフェイスパラメータについて

説明

イーサネットインターフェイスおよび管理インターフェイスに説明パラメータを設定して、イン

ターフェイスにわかりやすい名前を付けることができます。それぞれのインターフェイスに独自

の名前を使用すれば、複数のインターフェイスから探す場合でも必要なインターフェイスをすぐ

に見つけることができます。

ポートチャネルインターフェイスへの説明パラメータの設定については、「ポートチャネルの説

明の設定」の項を参照してください。その他のインターフェイスへのこのパラメータの設定につ

いては、「説明の設定」の項を参照してください。
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ビーコン

ビーコンモードをイネーブルにするとリンクステート LEDが緑に点滅し、物理ポートを識別で
きます。デフォルトでは、このモードはディセーブルです。インターフェイスの物理ポートを識

別するには、インターフェイスのビーコンパラメータを有効にします。

ビーコンパラメータの設定については、「ビーコンモードの設定」の項を参照してください。

エラーディセーブル化

ポートが管理イネーブルであるが（no shutdownコマンドを使用）、プロセスによって実行時に
ディセーブルになる場合、そのポートは error-disabled（err-disabled）ステートです。たとえば、
UDLDが単方向リンクを検出した場合、ポートは実行時にシャットダウンされます。ただし、ポー
トは管理イネーブルなので、ポートステータスは err-disableとして表示されます。ポートが
err-disableステートになると、手動で再イネーブル化する必要があります。または、自動回復を提
供するタイムアウト値を設定できます。自動回復はデフォルトでは設定されておらず、デフォル

トでは、err-disableの検出はすべての原因に対してイネーブルです。

インターフェイスが errdisableステートになった場合は、errdisable detect cause コマンドを使用し
て、そのエラーに関する情報を取得してください。

特定の error-disabledの原因に自動 error-disabled回復タイムアウトを設定し、回復期間を設定でき
ます。

errdisable recovery cause コマンドを使用すると、300秒後に自動的にリカバリします。

30 ~ 65535秒の範囲内でリカバリ期間を変更するには、errdisable recovery intervalコマンドを使
用します。特定の err-disable原因のリカバリタイムアウトも設定できます。

原因に対する error-disabled回復をイネーブルにしない場合、そのインターフェイスは shutdown
コマンドおよび no shutdownコマンドが入力されるまで error-disabledステートのままです。原因
に対して回復をイネーブルにすると、そのインターフェイスのerrdisableステートは解消され、す
べての原因がタイムアウトになった段階で動作を再試行できるようになります。エラーの原因を

表示する場合は、show interface status err-disabled コマンドを使用します。

インターフェイスステータスエラーポリシー

アクセスコントロールリスト（ACL）マネージャおよび Quality of Service（QoS）マネージャな
どのCiscoNX-OSポリシーサーバは、ポリシーデータベースを維持します。ポリシーは、コマン
ドラインインターフェイスを使用して定義します。

インターフェイス上でポリシーを設定するときにポリシーをプッシュして、プッシュされるポリ

シーがハードウェアのポリシーと一致するようにします。エラーをクリアし、ポリシープログラ

ミングが実行コンフィギュレーションを続行できるようにするには、no shutdownコマンドを入
力します。ポリシープログラミングが成功すると、ポートのアップが許可されます。ポリシープ

ログラミングが失敗した場合、設定はハードウェアポリシーに矛盾し、ポートは error-disabledポ
リシー状態になります。error-disabledポリシー状態にとどまり、同じポートが今後アップされな

   Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 7.x
2

基本インターフェイスパラメータの設定

ビーコン



いように情報が保存されます。このプロセスにより、システムに不要な中断が生じるのを避ける

ことができます。

ポート MTU サイズ
最大伝送単位（MTU）サイズは、イーサネットポートで処理できる最大フレームサイズを指定
します。2つのポート間で転送するには、どちらのポートにも同じMTUサイズを設定する必要が
あります。ポートのMTUサイズを超えたフレームはドロップされます。

デフォルトではそれぞれのポートのMTUは 1500バイトです。これはイーサネットフレームに関
する IEEE802.3標準です。これよりも大きいMTUサイズでは、より少ないオーバーヘッドでデー
タをより効率的に処理できます。このようなフレームをジャンボフレームと呼び、最大 9216バ
イトまで指定できます。これもデフォルトのシステムジャンボMTUサイズです。

レイヤ 3インターフェイスでは、576～ 9216バイトのMTUサイズを設定できます。

グローバル LANポートMTUサイズは、非デフォルトMTUサイズを設定したレイヤ 3イーサ
ネット LANポートを通過するトラフィックに適用します。

（注）

レイヤ 2ポートには、システムデフォルト（1500バイト）またはシステムジャンボMTUサイズ
（当初は 9216バイト）のいずれかのMTUサイズを設定できます。

システムジャンボMTUサイズを変更すると、ポートの一部または全部に新しいシステムジャ
ンボMTUサイズを指定しない限り、レイヤ 2ポートは自動的にシステムデフォルトMTUサ
イズ（1500バイト）を使用します。

（注）

MTUサイズの設定については、「MTUサイズの設定」の項を参照してください。

帯域幅

イーサネットポートには、物理レイヤで 1,000,000 Kbの固定帯域幅があります。レイヤ 3プロト
コルでは、内部メトリックが計算できるように設定した帯域幅の値が使用されます。設定した値

はレイヤ 3プロトコルで情報目的だけで使用され、物理レイヤでの固定帯域幅が変更されること
はありません。たとえば、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ではルーティング
メトリックを指定するために最小パス帯域幅が使用されますが、物理レイヤの帯域幅は 1,000,000
Kbのまま変わりません。

ポートチャネルインターフェイスへの帯域幅パラメータの設定については、「情報目的としての

帯域幅および遅延の設定」の項を参照してください。その他のインターフェイスへの帯域幅パラ

メータの設定については、「帯域幅の設定」の項を参照してください。
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スループット遅延

スループット遅延パラメータの値を指定するとレイヤ 3プロトコルで使用する値が指定できます
が、インターフェイスの実際のスループット遅延は変更されません。レイヤ 3プロトコルはこの
値を使用して動作を決定します。たとえば、リンク速度などの他のパラメータが等しい場合、

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）は遅延設定を使用して、他のイーサネットリ
ンクより優先されるイーサネットリンクのプリファレンスを設定できます。設定する遅延値の単

位は 10マイクロ秒です。

ポートチャネルインターフェイスへの帯域幅パラメータの設定については、「情報目的としての

帯域幅および遅延の設定」の項を参照してください。その他のインターフェイスへのスループッ

ト遅延パラメータの設定については、「スループット遅延の設定」の項を参照してください。

Administrative Status
管理ステータスパラメータはインターフェイスのアップまたはダウンを指定します。管理ダウン

したインターフェイスはディセーブルであり、データを転送できません。管理アップしたインター

フェイスはイネーブルであり、データを転送できます。

ポートチャネルインターフェイスへの管理ステータスパラメータの設定については、「ポート

チャネルインターフェイスのシャットダウンと再起動」の項を参照してください。その他のイン

ターフェイスへの管理ステータスパラメータの設定については、「インターフェイスのシャット

ダウンおよび再開」の項を参照してください。

UDLD パラメータ

UDLD の概要
シスコ独自の単方向リンク検出（UDLD）プロトコルにより、光ファイバまたは銅線（カテゴリ
5ケーブルなど）イーサネットケーブルを使用して接続されたデバイスで、ケーブルの物理構成
をモニタし、単一方向リンクの存在を検出することができます。デバイスで単一方向リンクが検

出されると、UDLDが関係のあるLANポートをシャットダウンし、ユーザに通知します。単一方
向リンクは、さまざまな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、ネイバーの IDの検知、誤って接続された LANポートのシャットダウンなど、自動ネ
ゴシエーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションとUDLDの両方をイ
ネーブルにすると、レイヤ 1の検出が動作して、物理的な単一方向接続と論理的な単一方向接続
を防止し、その他のプロトコルの異常動作を防止できます。

リンク上でローカルデバイスから送信されたトラフィックはネイバーで受信されるのに対し、ネ

イバーから送信されたトラフィックはローカルデバイスで受信されない場合には常に、単方向リ

ンクが発生します。対になったファイバケーブルのうち一方の接続が切断された場合、自動ネゴ

シエーションがアクティブである限り、そのリンクはアップ状態が維持されなくなります。この

場合、論理リンクは不定であり、UDLDは何の処理も行いません。レイヤ 1で両方のファイバが
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正常に動作していれば、UDLDはそれらのファイバが正しく接続しているかどうか、また、トラ
フィックが適切なネイバー間で双方向に流れているかどうかを判別します。自動ネゴシエーショ

ンはレイヤ 1で動作するため、このチェックは、自動ネゴシエーションでは実行できません。

Cisco Nexus 9000シリーズのデバイスは、UDLDをイネーブルにした LANポート上のネイバーデ
バイスに定期的にUDLDフレームを送信します。一定の時間内にフレームがエコーバックされて
きて、特定の確認応答（echo）が見つからなければ、そのリンクは単一方向のフラグが立てられ、
そのLANポートはシャットダウンされます。UDLDプロトコルにより単方向リンクが正しく識別
されその使用が禁止されるようにするためには、リンクの両端のデバイスでUDLDがサポートさ
れている必要があります。UDLDフレームの送信間隔は、グローバル単位でも指定されたインター
フェイスにも設定できます。

UDLDは、銅線の LANポート上では、このタイプのメディアでの不要な制御トラフィックの
送信を避けるために、ローカルでデフォルトでディセーブルになっています。

（注）

次の図は、単方向リンクが発生した状態の一例を示したものです。デバイス Bはこのポートでデ
バイスAからのトラフィックを正常に受信していますが、デバイスAは同じポート上でデバイス
Bからのトラフィックを受信していません。UDLDによって問題が検出され、ポートがディセー
ブルになります。

図 1：単方向リンク

UDLD のデフォルト設定
次の表に、UDLDのデフォルト設定を示します。

表 1：UDLD のデフォルト設定

デフォルト値機能

グローバルにディセーブルUDLDグローバルイネーブルステート

すべてのイーサネット光ファイバ LANポート
でイネーブル

ポート別のUDLDイネーブルステート（光ファ
イバメディア用）
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デフォルト値機能

すべてのイーサネット 10/100および
1000BASE-TX LANポートでディセーブル

ポート別の UDLDイネーブルステート（ツイ
ストペア（銅製）メディア用）

ディセーブルUDLDアグレッシブモード

15秒UDLDメッセージの間隔

デバイスおよびそのポートへのUDLDの設定については、「UDLDモードの設定」の項を参照し
てください。

UDLD アグレッシブモードと非アグレッシブモード
デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッシ
ブモードは、UDLDアグレッシブモードをサポートするネットワークデバイスの間のポイント
ツーポイントのリンク上に限って設定できます。UDLDアグレッシブモードをイネーブルに設定
した場合、UDLD近接関係が設定されている双方向リンク上のポートがUDLDフレームを受信し
なくなったとき、UDLDはネイバーとの接続を再確立しようとします。この再試行に 8回失敗す
ると、ポートはディセーブルになります。

UDLDアグレッシブモードをイネーブルにすると、次のようなことが発生します。

リンクの一方にポートスタックが生じる（送受信どちらも）

リンクの一方がダウンしているにもかかわらず、リンクのもう一方がアップしたままになる

このような場合、UDLDアグレッシブモードでは、リンクのポートの 1つがディセーブルにな
り、トラフィックが廃棄されるのを防止します。

UDLDアグレッシブモードをすべてのファイバポートでイネーブルにするには、UDLDアグ
レッシブモードをグローバルでイネーブルにします。指定されたインターフェイスの銅ポー

トで、UDLDアグレッシブモードをイネーブルにする必要があります。

（注）

ラインカードのアップグレードが In-Service Software Upgrade（ISSU）中に実行され、ライン
カードのポートの一部がレイヤ 2ポートチャネルのメンバーで UDLDアグレッシブモードで
設定されている場合、リモートポートの 1つがシャットダウンされると、UDLDはローカル
デバイス上の対応するポートを errdisableステートにします。これは、正常な動作です。

ヒント

ISSUの完了後にサービスを復元するには、ローカルポートで shutdownコマンドと no shutdown
コマンドを順に入力します。
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ポートチャネルパラメータ

ポートチャネルは物理インターフェイスの集合体で、論理インターフェイスを構成します。1つ
のポートチャネルに最大 32の個別インターフェイスをバンドルして、帯域幅と冗長性を向上さ
せることができます。これらの集約された各物理インターフェイス間でトラフィックのロードバ

ランシングも行います。ポートチャネルの物理インターフェイスが少なくとも 1つ動作していれ
ば、そのポートチャネルは動作しています。

レイヤ 3ポートチャネルに適合するレイヤ 3インターフェイスをバンドルすれば、レイヤ 3ポー
トチャネルを作成できます。

変更した設定をポートチャネルに適用すると、そのポートチャネルのインターフェイスメンバ

にもそれぞれ変更が適用されます。

ポートチャネルおよびポートチャネルの設定については、第 6章「ポートチャネルの設定」を
参照してください。

ポートプロファイル

7.0(3)I4(1)以降、Cisco Nexus 9300シリーズスイッチでは、たくさんのインターフェイスコマン
ドを含むポートプロファイルを作成して、そのポートプロファイルを一定範囲のインターフェイ

スに適用できます。ポートプロファイルはそれぞれ特定のタイプのインターフェイスにだけ適用

できます。次のインターフェイスから選択できます。

•イーサネット

• VLANネットワークインターフェイス

•ポートチャネル

インターフェイスタイプにイーサネットまたはポートチャネルを選択する場合、ポートプロファ

イルはデフォルトモードになります。デフォルトモードはレイヤ 3です。ポートプロファイル
をレイヤ 2モードに変更するには、switchportコマンドを入力します。

ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェイスの範囲にアタッチするときに

ポートプロファイルを継承します。ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェ

イスの範囲にアタッチ、または継承する場合、そのポートプロファイルのすべてのコマンドがイ

ンターフェイスに適用されます。また、ポートプロファイルには、別のポートプロファイルの設

定を継承することができます。別のポートプロファイルを継承した場合、最初のポートプロファ

イルでは、それを継承した第 2のポートプロファイルに含まれるすべてのコマンドは、最初の
ポートプロファイルとは競合していないものと見なされます。4つのレベルの継承がサポートさ
れています。任意の数のポートプロファイルで同じポートプロファイルを継承できます。

次の注意事項に従って、インターフェイスまたはインターフェイスの範囲で継承されたコマンド

が適用されます。
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•競合が発生した場合は、インターフェイスモードで入力したコマンドがポートプロファイ
ルのコマンドに優先します。しかし、ポートプロファイルはそのコマンドをポートプロファ

イルに保持します。

•ポートプロファイルのコマンドは、port-profileコマンドがデフォルトコマンドで明示的に上
書きされていない限り、インターフェイスのデフォルトコマンドに優先します。

•一定範囲のインターフェイスが 2つ目のポートプロファイルを継承すると、矛盾がある場
合、最初のポートプロファイルのコマンドが 2つ目のポートプロファイルのコマンドを無
効にします。

•ポートプロフィルをインターフェイスまたはインターフェイスの範囲に継承した後、イン
ターフェイスコンフィギュレーションレベルで新しい値を入力して、個々の設定値を上書

きできます。インターフェイスコンフィギュレーションレベルで個々の設定値を削除する

と、インターフェイスではポートプロファイル内の値が再度使用されます。

•ポートプロファイルに関連したデフォルト設定はありません。

指定するインターフェイスタイプにより、コマンドのサブセットが port-profileコンフィギュレー
ションモードで使用できます。

SessionManagerにポートプロファイルは使用できません。SessionManagerの詳細については、
『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SystemManagement Configuration Guide』を参照してください。

（注）

ポートプロファイル設定をインターフェイスに適用するには、そのポートプロファイルをイネー

ブルにする必要があります。ポートプロファイルをイネーブルにする前に、そのポートプロファ

イルを一定範囲のインターフェイスに設定し、継承できます。その後、指定されたインターフェ

イスで設定が実行されるように、そのポートプロファイルをイネーブルにします。

元のポートプロファイルに 1つ以上のポートプロファイルを継承する場合、最後に継承された
ポートプロファイルだけをイネーブルにする必要があります。こうすれば、その前までのポート

プロファイルがイネーブルにされたと見なされます。

ポートプロファイルをインターフェイスの範囲から削除する場合、まずインターフェイスからコ

ンフィギュレーションを取り消して、ポートプロファイルリンク自体を削除します。また、ポー

トプロファイルを削除すると、インターフェイスコンフィギュレーションが確認され、直接入力

された interfaceコマンドで無効にされた port-profileコマンドをスキップするか、それらのコマン
ドをデフォルト値に戻します。

他のポートプロファイルにより継承されたポートプロファイルを削除する場合は、そのポート

プロファイルを削除する前に継承を無効にする必要があります。

また、ポートプロファイルを元々適用していたインターフェイスのグループの中から、そのプロ

ファイルを削除するインターフェイスを選択することもできます。たとえば、1つのポートプロ
ファイルを設定した後、10個のインターフェイスに対してそのポートプロファイルを継承するよ
う設定した場合、その 10個のうちいくつかのインターフェイスからのみポートプロファイルを
削除することができます。ポートプロファイルは、適用されている残りのインターフェイスで引

き続き動作します。
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インターフェイスコンフィギュレーションモードを使用して指定したインターフェイスの範囲の

特定のコンフィギュレーションを削除する場合、そのコンフィギュレーションもそのインターフェ

イスの範囲のポートプロファイルからのみ削除されます。たとえば、ポートプロファイル内に

チャネルグループがあり、インターフェイスコンフィギュレーションモードでそのポートチャ

ネルを削除する場合、指定したポートチャネルも同様にポートプロファイルから削除されます。

デバイスの場合と同様、オブジェクトをインターフェイスに適用せずに、そのオブジェクトのコ

ンフィギュレーションをポートプロファイルに入力できます。たとえば、仮想ルーティングおよ

び転送（VRF）インスタンスをシステムに適用しなくても、設定できます。そのVRFと関連する
コンフィギュレーションをポートプロファイルから削除しても、システムに影響はありません。

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲のポートプロファイルを継承し、特定の設定値

を削除した後、その port-profileコンフィギュレーションは指定のインターフェイスでは動作しま
せん。

ポートプロファイルを誤ったタイプのインターフェイスに適用しようとすると、システムにより

エラーが返されます。

ポートプロファイルをイネーブル化、継承、または変更しようとすると、システムによりチェッ

クポイントが作成されます。ポートプロファイル設定が正常に実行されなかった場合は、システ

ムによりその前の設定までロールバックされ、エラーが返されます。ポートプロファイルは部分

的にだけ適用されることはありません。

Cisco QSFP+ to SFP+ アダプタモジュールのサポート
Cisco QSFP+ to SFP+アダプタ（QSA）モジュールは、特定の Cisco Nexus 9300デバイスの Cisco
Nexus M6PQおよび Cisco Nexus M12PQアップリンクモジュールの一部である 40Gアップリンク
ポートに 10Gサポートを提供します。

M6PQまたはM12PQアップリンクモジュールの 6つの連続するポートは、QSA/QSFPモジュー
ルを使用するために同じ速度（40Gまたは 10G）で稼動している必要があります。

• Cisco Nexus 9396PXデバイスでは、2/1-6ポートは最初のポート速度グループを形成し、残り
の 2/7-12ポートが 2番目のポート速度グループを形成します。

• CiscoNexus 93128PX/TXデバイスでは、2/1-6ポートは最初のポート速度グループを形成し、
残りの 2/7-8ポートが 2番目のポート速度グループを形成します。

• Cisco Nexus 937xPX/TXデバイスでは、1/49-54ポートがただ 1つのポート速度グループを形
成します。

speed-group10000コマンドを使用してQSAのポート速度グループの最初のポートを設定します。
このコマンドは、ポートグループの管理者の速度のプリファレンスを指定します（デフォルトの

ポート速度は 40Gです）。

• speed-group 10000コマンドは 10Gの速度を指定します。

• no speed-group 10000コマンドは 40Gの速度を指定します。
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速度を設定すると、互換性のあるトランシーバモジュールがイネーブルになります。ポートグ

ループ内の残りのトランシーバモジュール（互換性のないトランシーバモジュール）は「check
speed-group config」として error disabledとなります。

Cisco QSFP+ to SFP+アダプタ（QSA）モジュールは、Cisco Nexus 9500デバイス用の 40Gライ
ンカードに対して 10Gのサポートを提供しません。

（注）

Cisco SFP+ アダプタモジュールのサポート
Cisco NX-OS Release 7.0(3)I4(2)以降では、Cisco Nexus 9236Cスイッチの 100ギガビットポートで
25ギガビット光ファイバをサポートするために、CVR-2QSFP28-8SFPアダプタを使用できます。

このスイッチの 100Gインターフェイスを 4つの 25Gインターフェイスに分割するには、interface
breakout moduleコマンドを使用します。このコマンドを入力した後に、実行コンフィギュレー
ションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーする必要があります。

ライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

基本インターフェイスパラメータにライセンス

は必要ありません。ライセンスパッケージに含

まれていない機能は NX-OSイメージにバンド
ルされており、無料で提供されます。

Cisco NX-OS

注意事項と制約事項
基本インターフェイスパラメータの設定には次の注意事項と制約事項があります。

• showコマンドで internalキーワードを指定することは、サポートされていません。

•光ファイバイーサネットポートでは、シスコがサポートするトランシーバを使用する必要
があります。シスコがサポートするトランシーバをポートに使用していることを確認するに

は、show interface transceivers コマンドを使用します。シスコがサポートするトランシーバ
を持つインターフェイスは、機能インターフェイスとして一覧表示されます。

•ポートはレイヤ 2またはレイヤ 3インターフェイスのいずれかです。両方が同時に成立する
ことはありません。

デフォルトでは、どのポートもレイヤ 3インターフェイスです。
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レイヤ 3インターフェイスをレイヤ 2インターフェイスに変更するには、switchportコマン
ドを使用します。レイヤ 2インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスに変更する場合
は、no switchportコマンドを使用します。

•通常、イーサネットポート速度およびデュプレックスモードパラメータは自動に設定し、
システムがポート間で速度およびデュプレックスモードをネゴシエートできるようにしま

す。これらのポートのポート速度およびデュプレックスモードを手動で設定する場合は、次

の点について考慮してください。

◦イーサネットまたは管理インターフェイスに速度およびデュプレックスモードを設定す
る前に、「デフォルト設定」の項を参照して同時に設定できる速度およびデュプレック

スモードの組み合わせを確認します。

◦イーサネットポート速度を自動に設定すると、デバイスは自動的にデュプレックスモー
ドを自動に設定します。

◦ no speedコマンドを入力すると、デバイスは速度およびデュプレックスパラメータの両
方を自動的に自動に設定します（no speedコマンドと speed auto コマンドは同じ結果に
なります）。

◦イーサネットポート速度を自動以外の値（1G、10G、または 40Gなど）に設定する場
合は、それに合わせて接続先ポートを設定してください。接続先ポートが速度をネゴシ

エーションするように設定しないでください。

◦イーサネットインターフェイスの速度、デュプレックス、および自動フロー制御を設定
するには、negotiate auto コマンドを使用します。自動ネゴシエーションをディセーブ
ルにするには、no negotiate autoコマンドを使用します。

接続先ポートが自動以外の値に設定されている場合、デバイスはイーサネッ

トポート速度およびデュプレックスモードを自動的にネゴシエートできませ

ん。

（注）

イーサネットポート速度およびデュプレックスモードの設定を変更すると、

インターフェイスがシャットダウンされてから再びイネーブルになる場合が

あります。

注意

• QSFP-40G-CR4ケーブルを使用して N9K-C9332PQ非 ALEポートと N9K-C9372PX ALEポー
トを接続する場合は、速度を 40000に手動で設定する必要があります。

• Base-T銅線ポートの場合は、固定速度が設定されていても、自動ネゴシエーションがイネー
ブルになります。

• 7.0(3)I2(1)以降では、regexコマンドオプションにより、正規表現を使用した一連のインター
フェイスのアドレス指定がサポートされています。regex コマンドオプションは、すべての
インターフェイスコマンドで使用できる拡張機能です。
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例：

switch(config-if-range)# interface ethernet regex [2]/
switch(config-if-range)# where
conf; interface Ethernet2/1-8 admin@switch%default

switch(config-if-range)# interface ethernet regex [1]/2[2-4]
switch(config-if-range)# where
conf; interface Ethernet1/22-24 admin@switch%default

• 7.0(3)I2(1)以降では、source-interfaceコマンドオプションにより、管理アプリケーションが
copyコマンドおよびその他のプロセス（tacacs、ntp、ping/ping6、icmp-error、tracerouteなど）
のために IPv4や IPv6のインバンドまたはアウトバンド送信元 IPアドレスを設定することが
サポートされています。

◦コンフィギュレーションコマンド

ipservicessource-interfaceinterfacevrfvrf name

例：

◦ ip ftp source-interface ethernet 8/1 vrf management

◦ ip http source-interface loopback 1 vrf blue

◦ ip ssh source-interface ethernet ethernet 5/1
/*This command executes in the VRF context.*/

◦ ip ping source-interface ethernet 8/1 vrf blue

◦ ip traceroute source-interface ethernet 8/1 vrf red

◦ ip icmp-errors source-interface ethernet 8/1
/*This command executes in the VRF context.*/

◦ showコマンド：

show ip copyservicessource-interfaceinterfacevrfvrf name

◦ show ip ftp source-interface ethernet 8/1 vrf management

◦ show ip http source-interface loopback 1 vrf blue

◦ show ip ssh source-interface ethernet ethernet 5/1
/*This command executes in the VRF context.*/

◦ show ip ping source-interface ethernet 8/1 vrf blue

◦ show ip traceroute source-interface ethernet 8/1 vrf red

◦ show ip icmp-errors source-interface ethernet 8/1
/*This command executes in the VRF context.*/

◦ serviceコマンド：

copyservice://username@hostname/pathfilesource-interfaceinterface name

例：
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◦ copy ftp://username@hostname/usr/local/bin file source-interface ethernet 8/1

◦ copy scp://username@hostname/usr/local/bin file source-interface ethernet 8/1

◦ copy tftp://username@hostname/usr/local/bin file source-interface ethernet
8/1

◦ copy http://username@hostname/usr/local/bin file source-interface ethernet
8/1

◦ copy sftp://username@hostname/usr/local/bin file source-interface ethernet
8/1

•ポートプロファイルは Cisco Nexus 9500スイッチではサポートされていません（7.0(3)I4(1)
以降）。

デフォルト設定
次の表に、基本インターフェイスパラメータのデフォルト設定を示します。

デフォルトパラメータ

ブランク説明

Disabledビーコン

インターフェイスのデータレート帯域幅

100マイクロ秒スループット遅延

シャットダウン管理ステータス

1500バイトMTU

グローバルにディセーブルUDLDグローバル

すべてのイーサネット光ファイバ LANポート
でイネーブル

ポート別のUDLDイネーブルステート（光ファ
イバメディア用）

すべてのイーサネット 1G、10G、または 40G
LANポートでディセーブル

銅線メディア用のポート別 UDLDイネーブル
ステート

DisabledUDLDメッセージの間隔

ディセーブルUDLDアグレッシブモード

Disabledエラーディセーブル

Disabledエラーディセーブル回復
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デフォルトパラメータ

300秒エラーディセーブル回復間隔

イネーブル

N9K-X9564TXおよび N9K-X9564PX
ラインカードおよびCiscoNexus 9300
シリーズデバイスで使用可能な機

能。

（注）

バッファブースト

基本インターフェイスパラメータの設定
インターフェイスを設定する場合、パラメータを設定する前にインターフェイスを指定する必要

があります。

設定するインターフェイスの指定

はじめる前に

同じタイプの 1つ以上のインターフェイスのパラメータを設定する前に、インターフェイスのタ
イプと IDを指定する必要があります。

次の表に、イーサネットインターフェイスおよび管理インターフェイスを指定するために使用す

るインターフェイスタイプと IDを示します。

表 2：設定するインターフェイスの識別に必要な情報

IdentityInterface Type

I/Oモジュールのスロット番号およびモジュー
ルのポート番号

イーサネット

0（ポート 0）管理

インターフェイス範囲コンフィギュレーションモードを使用して、同じコンフィギュレーション

パラメータを持つ複数のインターフェイスを設定できます。インターフェイス範囲コンフィギュ

レーションモードを開始すると、このモードを終了するまで、入力したすべてのコマンドパラ

メータが、その範囲内の全インターフェイスに適用されます。

ダッシュ（-）とカンマ（,）を使用して、一定範囲のインターフェイスを入力します。ダッシュは
連続しているインターフェイスを区切り、カンマは不連続なインターフェイスを区切ります。不

連続なインターフェイスを入力するときは、各インターフェイスのメディアタイプを入力する必

要があります。
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次に、連続しているインターフェイス範囲の設定例を示します。

switch(config)# interface ethernet 2/29-30
switch(config-if-range)#

次に、不連続なインターフェイス範囲の設定例を示します。

switch(config)# interface ethernet 2/29, ethernet 2/33, ethernet 2/35
switch(config-if-range)#

サブインターフェイスが同じポート上の場合にだけ、範囲でサブインターフェイスを指定できま

す（たとえば、2/29.1-2）。ただし、ポートの範囲でブインターフェイスを指定できません。たと
えば、2/29.2-2/30.2は入力できません。2つのサブインターフェイスを個別に指定できます。たと
えば、2/29.2、2/30.2を入力できます。

次の例は、ブレークアウトケーブルを設定する方法を示しています。

switch(config)# interface ethernet 1/2/1
switch(config-if-range)#

手順の概要

1. configure terminal
2. interfaceinterface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定します。インターフェイスタイプと ID
を指定できます。イーサネットポートの場合は、ethernetslot/portを使用
します。管理インターフェイスの場合は、mgmt0を使用します。

interfaceinterface

例：
switch(config)# interface
ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

例：

例：
switch(config)# interface
mgmt0
switch(config-if)#

•最初の例は、スロット 2、ポート 1イーサネットインターフェイス
の指定する方法を示します。

• 2つ目の例は、管理インターフェイスを指定する方法を示します。

インターフェイスタイプと ID（ポートまたはスロット/ポート
番号）の間にスペースを追加する必要はありません。たとえ

ば、イーサネットスロット 4、ポート 5インターフェイスの場
合は、「ethernet 4/5」または「ethernet4/5」と指定できます。管
理インターフェイスは「mgmt0」または「mgmt 0」となりま
す。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモードの場合、コマンドを入

力するとこのモードに指定したインターフェイスが設定されます。
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説明の設定

イーサネットおよび管理インターフェイスの説明を文字で設定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interfaceinterface
3. descriptiontext
4. show interfaceinterface
5. exit
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定します。インターフェ

イスタイプと IDを指定できます。イーサネットポート
interfaceinterface

例：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

の場合は、ethernetslot/portを使用します。管理インター
フェイスの場合は、mgmt0を使用します。

例：
switch(config)# interface mgmt0
switch(config-if)#

例：

•最初の例は、スロット 2、ポート 1イーサネットイ
ンターフェイスの指定する方法を示します。

• 2つ目の例は、管理インターフェイスを指定する方
法を示します。

インターフェイスの説明を指定します。descriptiontext

例：
switch(config-if)# description Ethernet
port 3 on module 1
switch(config-if)#

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスステータスを表示します。説

明パラメータもあわせて表示します。

show interfaceinterface

例：
switch(config)# show interface ethernet
2/1

ステップ 4   

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、モジュール 3のイーサネットポート 24にインターフェイスの説明を設定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/24
switch(config-if)# description server1
switch(config-if)#

show interface ethコマンドの出力は、次の例に示すように拡張されます。

Switch# show version
Software
BIOS: version 06.26
NXOS: version 6.1(2)I2(1) [build 6.1(2)I2.1]
BIOS compile time: 01/15/2014
NXOS image file is: bootflash:///n9000-dk9.6.1.2.I2.1.bin
NXOS compile time: 2/25/2014 2:00:00 [02/25/2014 10:39:03]

switch# show interface ethernet 6/36
Ethernet6/36 is up
admin state is up, Dedicated Interface
Hardware: 40000 Ethernet, address: 0022.bdf6.bf91 (bia 0022.bdf8.2bf3)
Internet Address is 192.168.100.1/24
MTU 9216 bytes, BW 40000000 Kbit, DLY 10 usec

ビーコンモードの設定

イーサネットポートのビーコンモードをイネーブルにして LEDを点滅させ、物理的な位置を確
認します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernetslot/port
3. [no] beacon
4. show interface ethernetslot/port
5. exit
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

ビーコンモードをイネーブルにします。またはビー

コンモードをディセーブルにします。デフォルト

モードはディセーブルです。

[no] beacon

例：
switch(config)# beacon
switch(config-if)#

ステップ 3   

（任意）ビーコンモードステートなど、インター

フェイスのステータスを表示します。

show interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# show interface ethernet
2/1
switch(config-if)#

ステップ 4   

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   
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次に、イーサネットポート 3/1のビーコンモードをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# beacon
switch(config-if)#

次に、イーサネットポート 3/1のビーコンモードをディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# no beacon
switch(config-if)#

次に、ポート 4/17、4/19、4/21、4/23を含むグループでイーサネットポート 4/17の専用モードを
設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 4/17, ethernet 4/19, ethernet 4/21, ethernet 4/23
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# interface ethernet 4/17
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)#

Error-Disabled ステートの設定
インターフェイスが error-disabledステートに移行する理由を表示し、自動回復を設定できます。

Error-Disable 検出のイネーブル化
アプリケーションでの error-disable検出をイネーブルにできます。その結果、原因がインターフェ
イスで検出された場合、インターフェイスは error-disabledステートとなり、リンクダウンステー
トに類似した動作ステートとなります。

手順の概要

1. configure terminal
2. errdisable detect cause {acl-exception | all | link-flap | loopback}
3. シャットダウン
4. no shutdown
5. show interface status err-disabled
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを error-disabledステートにする条件
を指定します。デフォルトではイネーブルになってい

ます。

errdisable detect cause {acl-exception | all |
link-flap | loopback}

例：
switch(config)# errdisable detect cause
all
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイスを管理ダウンさせます。インター

フェイスを error-disabledステートから手動で回復させ
るには、最初にこのコマンドを入力します。

シャットダウン

例：
switch(config-if)# shutdown
switch(config)#

ステップ 3   

インターフェイスを管理アップし、error-disabledステー
トから手動で回復させるインターフェイスをイネーブ

ルにします。

no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）error-disabledインターフェイスに関する情報
を表示します。

show interface status err-disabled

例：
switch(config)# show interface status
err-disabled

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次の例では、すべての場合で error-disabled検出をイネーブルにする方法を示します。
switch(config)# errdisable detect cause all
switch(config)#

errdisable ステート回復のイネーブル化
インターフェイスが error-disabledステートから回復して再びアップ状態になるようにアプリケー
ションを設定することができます。回復タイマーを設定しない限り、300秒後にリトライします
（errdisable recovery intervalコマンドを参照）。
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手順の概要

1. configure terminal
2. errdisable recovery cause {all | bpduguard | failed-port-state | link-flap | loopback |miscabling |

psecure-violation | security-violation | storm-control | udld | vpc-peerlink}
3. show interface status err-disabled
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

インターフェイスが error-disabledステートから自動
的に回復する条件を指定すると、デバイスはイン

errdisable recovery cause {all | bpduguard |
failed-port-state | link-flap | loopback |miscabling |
psecure-violation | security-violation | storm-control
| udld | vpc-peerlink}

ステップ 2   

ターフェイスを再びアップします。デバイスは 300
秒待機してからリトライします。デフォルトでは

ディセーブルになっています。
例：
switch(config)# errdisable recovery cause all
switch(config-if)#

（任意）error-disabledインターフェイスに関する情
報を表示します。

show interface status err-disabled

例：
switch(config)# show interface status
err-disabled
switch(config-if)#

ステップ 3   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

次に、すべての条件下で error-disabledリカバリをイネーブルにする例を示します。
switch(config)# errdisable recovery cause all
switch(config)#

errdisable ステート回復間隔の設定
error-disabled回復タイマーの値を設定できます。
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手順の概要

1. configure terminal
2. errdisable recovery intervalinterval
3. show interface status err-disabled
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

インターフェイスが error-disabledステートから回
復する間隔を指定します。有効範囲は 30～ 65535
秒で、デフォルトは 300秒です。

errdisable recovery intervalinterval

例：
switch(config)# errdisable recovery interval
32
switch(config-if)#

ステップ 2   

（任意）error-disabledインターフェイスに関する情
報を表示します。

show interface status err-disabled

例：
switch(config)# show interface status
err-disabled
switch(config-if)#

ステップ 3   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

次の例では、error-disabled回復タイマーが回復の間隔を 32秒に設定するように設定する方法を示
します。

switch(config)# errdisable recovery interval 32
switch(config)#

MTU サイズの設定
レイヤ 2およびレイヤ 3イーサネットインターフェイスの最大伝送単位（MTU）サイズを設定で
きます。レイヤ 3インターフェイスでは、576～ 9216バイトのMTUを設定できます（偶数値に
する必要があります）。レイヤ 2インターフェイスでは、システムデフォルトMTU（1500バイ
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ト）またはシステムジャンボMTUサイズ（デフォルトサイズは 9216バイト）のMTUを設定で
きます。

システムジャンボMTUのサイズを変更できますが、その値を変更すると、その値を使用する
レイヤ 2インターフェイスが新しいシステムジャンボMTU値に自動的に変更します。

（注）

デフォルトでは、Cisco NX-OSはレイヤ 3パラメータを設定します。レイヤ 2パラメータを設定
するには、ポートモードをレイヤ 2に切り替える必要があります。

switchportコマンドを使用して、ポートモードを変更できます。

ポートモードをレイヤ 2に変更した後でレイヤ 3に戻ってレイヤ 3インターフェイスを設定する
には、no switchportコマンドを使って再びポートモードを変更します。

インターフェイス MTU サイズの設定
レイヤ 3インターフェイスでは、576～ 9216バイトのMTUサイズを設定できます。

レイヤ 2インターフェイスでは、すべてのレイヤ 2インターフェイスをデフォルトMTUサイズ
（1500バイト）またはシステムジャンボMTUサイズ（デフォルトサイズは 9216バイト）を使
用するように設定できます。

レイヤ 2インターフェイスに別のシステムジャンボMTUサイズを使用する必要がある場合は、
「システムジャンボMTUサイズの設定」の項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernetslot/port
3. [switchport | no switchport]
4. mtusize
5. show interface ethernetslot/port
6. exit
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するイーサネットインターフェイスを指定し

ます。インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

レイヤ 3を使用するように指定します。[switchport | no switchport]

例：
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)#

ステップ 3   

レイヤ 3インターフェイスでは、576～ 9216の任
意の偶数を指定します。

mtusize

例：
switch(config-if)# mtu 9216
switch(config-if)#

ステップ 4   

（任意）インターフェイスステータスを表示しま

す。MTUサイズもあわせて表示します。
show interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# show interface ethernet 2/1

ステップ 5   

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、レイヤ 2イーサネットポート 3/1にデフォルトMTUサイズ（1500）を設定する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# mtu 1500
switch(config-if)#

システムジャンボ MTU サイズの設定
システムジャンボMTUサイズを設定するとレイヤ 2インターフェイスのMTUサイズを指定でき
ます。1500～ 9216の偶数を指定できます。システムジャンボMTUサイズを設定しない場合、
デフォルトは 9216バイトです。
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FEXモジュールのジャンボフレームを設定するには、FEXモジュールで必要なMTUサイズ
によって FEXファブリックポートチャネルインターフェイスを設定します。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. system jumbomtusize
3. show running-config all
4. interfacetypeslot/port
5. mtusize
6. exit
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

システムジャンボMTUサイズを指定します。1500～9216
の偶数を使用します。

system jumbomtusize

例：
switch(config)# system jumbomtu 8000
switch(config)#

ステップ 2   

一般的に受け入れられている方法では、ジャン

ボフレームは、9000バイトを超えるMTUサイ
ズを持つと見なされます。

（注）

（任意）現在の動作設定を表示します。システムジャン

ボMTUサイズもあわせて表示します。
show running-config all

例：
switch(config)# show running-config
all | include jumbomtu

ステップ 3   

設定するインターフェイスを指定します。インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypeslot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 4   

レイヤ 2インターフェイスでは、デフォルトMTUサイズ
（1500）または以前指定したシステムジャンボMTUサイ
ズを指定します。

mtusize

例：
switch(config-if)# mtu 1500
switch(config-if)#

ステップ 5   

レイヤ 3インターフェイスでは、576～ 9216の任意の偶
数サイズを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、システムジャンボMTUを 8000バイトに設定し、以前ジャンボMTUサイズに設定したイ
ンターフェイスのMTUに変更する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# system jumbomtu 8000
switch(config)# show running-config
switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# mtu 1500
switch(config-if)#

帯域幅の設定

イーサネットインターフェイスの帯域幅を設定できます。物理層は、1G、10G、または 40Gの変
更されない帯域幅を使用しますが、レベル 3プロトコルに対して 1から 100,000,000 KBの値を設
定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernetslot/port
3. bandwidthkbps
4. show interface ethernetslot/port
5. exit
6. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するイーサネットインターフェイスを指定しま

す。インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

情報用としてのみ 1～ 100,000,000の値を帯域幅に
指定します。

bandwidthkbps

例：
switch(config-if)# bandwidth 1000000
switch(config-if)#

ステップ 3   

（任意）インターフェイスステータスを表示しま

す。帯域幅の値もあわせて表示します。

show interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# show interface ethernet
2/1

ステップ 4   

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、イーサネットスロット3ポート1インターフェイス帯域幅パラメータに情報用の値1,000,000
Kbを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# bandwidth 1000000
switch(config-if)#

スループット遅延の設定

イーサネットインターフェイスのインターフェイススループット遅延を設定できます。実際の遅

延時間は変わりませんが、1～ 16777215の情報値を設定できます。単位は 10マイクロ秒です。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernetslot/port
3. delayvalue
4. show interface ethernetslot/port
5. exit
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するイーサネットインターフェイスを指定しま

す。インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

遅延時間を 10マイクロ秒単位で指定します。1～
16777215の範囲の情報値を 10マイクロ秒単位で設定
できます。

delayvalue

例：
switch(config-if)# delay 10000
switch(config-if)#

ステップ 3   

（任意）インターフェイスステータスを表示します。

スループット遅延時間もあわせて表示します。

show interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# show interface ethernet
3/1
switch(config-if)#

ステップ 4   

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   
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次に、あるインターフェイスが別のインターフェイスに優先するように、スループット遅延時間

を設定する例を示します。低い遅延値が高い値に優先します。この例では、イーサネット 7/48は
7/47よりも優先されます。7/48のデフォルトの遅延は、最大値（16777215）に設定されている7/47
の設定値より小さいです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 7/47
switch(config-if)# delay 16777215
switch(config-if)# ip address 192.168.10.1/24
switch(config-if)# ip router eigrp 10
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface ethernet 7/48
switch(config-if)# ip address 192.168.11.1/24
switch(config-if)# ip router eigrp 10
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)#

feature eigrpコマンドを実行して、最初に EIGRP機能がイネーブルであることを確認する必
要があります。

（注）

インターフェイスのシャットダウンおよび再開

イーサネットまたは管理インターフェイスはシャットダウンして再起動できます。インターフェ

イスはシャットダウンするとディセーブルになり、すべてのモニタ画面にはダウン状態で表示さ

れます。この情報は、すべてのダイナミックルーティングプロトコルを通じて、他のネットワー

クサーバに伝達されます。シャットダウンしたインターフェイスはどのルーティングアップデー

トにも含まれません。インターフェイスを再開するには、デバイスを再起動する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. interfaceinterface
3. シャットダウン
4. show interfaceinterface
5. no shutdown
6. show interfaceinterface
7. exit
8. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定します。インターフェ

イスタイプと IDを指定できます。イーサネットポー
interfaceinterface

例：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

トの場合は、ethernet slot/portを使用します管理インター
フェイスの場合は、mgmt0を使用します。

例：switch(config)# interface mgmt0
switch(config-if)#

•最初の例は、スロット 2、ポート 1イーサネット
インターフェイスの指定する方法を示します。

• 2つ目の例は、管理インターフェイスを指定する方
法を示します。

インターフェイスをディセーブルにします。シャットダウン

例：
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)#

ステップ 3   

（任意）インターフェイスステータスを表示します。

管理ステータスもあわせて表示します。

show interfaceinterface

例：
switch(config-if)# show interface
ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 4   

インターフェイスを再びイネーブルにします。no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)#

ステップ 5   

（任意）インターフェイスステータスを表示します。

管理ステータスもあわせて表示します。

show interfaceinterface

例：
switch(config-if)# show interface
ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 6   

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、イーサネットポート 3/1の管理ステータスをディセーブルからイネーブルに変更する例を
示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)#

UDLD モードの設定
単一方向リンク検出（UDLD）を実行するように設定されているデバイス上のイーサネットイン
ターフェイスには、ノーマルモードの UDLDを設定できます。

インターフェイスのUDLDモードをイネーブルにするには、そのインターフェイスを含むデバイ
ス上で UDLDを事前にイネーブルにしておく必要があります。UDLDは他方のリンク先のイン
ターフェイスおよびそのデバイスでもイネーブルになっている必要があります。

以下の表に、異なるインターフェイスでUDLDをイネーブルおよびディセーブルにする CLI詳細
を示します。

表 3：異なるインターフェイスで UDLD をイネーブルおよびディセーブルにする CLI 詳細

銅線またはファイバ以外のポー

ト

ファイバポート説明

Disabledイネーブルデフォルト設定

udld enableno udld disableenable UDLDコマンド

no udld enableudld disabledisable UDLDコマンド

はじめる前に

他方のリンク先ポートおよびデバイスで UDLDをイネーブルにする必要があります。

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
31

基本インターフェイスパラメータの設定

UDLD モードの設定



手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature udld
3. udld message-timeseconds
4. udld aggressive
5. interface ethernetslot/port
6. udld [enable | disable]
7. show udld [ethernetslot/port | global | neighbors]
8. exit
9. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デバイスのUDLDをイネーブル/ディセーブルにします。[no] feature udld

例：
switch(config)# feature udld
switch(config)#
switch(config)# no feature udld
switch(config)#

ステップ 2   

（任意）UDLDメッセージを送信する間隔を指定します。
有効な範囲は 7～ 90秒で、デフォルトは 15秒です。

udld message-timeseconds

例：
switch(config)# udld message-time 30
switch(config)#

ステップ 3   

（任意）UDLDモードをアグレッシブに指定します。udld aggressive

例：
switch(config)# udld aggressive
switch(config)#

ステップ 4   

銅インターフェイスの場合、UDLDアグレッシ
ブモードに設定するインターフェイスのイン

ターフェイスコマンドモードを入力し、イン

ターフェイスコマンドモードでこのコマンド

を発行します。

（注）

（任意）設定するインターフェイスを指定します。イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定した銅線ポートの UDLDをイネーブルにし
たり、指定したファイバポートのUDLDをディセーブル
にします。

udld [enable | disable]

例：
switch(config-if)# udld enable
switch(config-if)#

ステップ 6   

銅線ポートでUDLDをイネーブルにするには、udldenable
コマンドを入力します。ファイバポートで UDLDをイ
ネーブルにするには、noudlddisableコマンドを入力しま
す。

（任意）UDLDのステータスを表示します。show udld [ethernetslot/port | global |
neighbors]

ステップ 7   

例：
switch(config)# show udld
switch(config)#

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if-range)# exit
switch(config)#

ステップ 8   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 9   

次に、デバイスの UDLDをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature udld
switch(config)#

次の例では、UDLDメッセージの間隔を 30秒に設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature udld
switch(config)# udld message-time 30
switch(config)#

次に、イーサネットポートの 3/1の UDLDをディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if-range)# no udld enable
switch(config-if-range)# exit

次に、デバイスの UDLDをディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature udld
switch(config)# exit
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デバウンスタイマーの設定

イーサネットのデバウンスタイマーは、デバウンス時間（ミリ秒単位）を指定することによりイ

ネーブル化でき、デバウンス時間に 0を指定することによりディセーブル化できます。

link debounce timeコマンドは、物理イーサネットインターフェイスにだけ適用できます。（注）

すべてのイーサーネットポートのデバウンス時間を表示するには、show interface debounceコ
マンドを使用します。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernetslot/port
3. link debounce timetime

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するイーサネットインターフェイスを指定します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface ethernetslot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

指定した時間（1～ 5,000ミリ秒）でデバウンスタイ
マーをイネーブルにします。

link debounce timetime

例：
switch(config-if)# link debounce time
1000
switch(config-if)#

ステップ 3   

0ミリ秒を指定すると、デバウンスタイマーがディセー
ブルになります。

•次に、イーサネットインターフェイスのデバウンスタイマーをイネーブルにし、デバウン
ス時間を 1000ミリ秒に設定する例を示します。

switch# configure terminal
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switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# link debounce time 1000

•次に、イーサネットインターフェイスのデバウンスタイマーをディセーブルにする例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# link debounce time 0

ポートプロファイルの設定

7.0(3)I4(1)では、いくつかの設定パラメータを一定範囲のインターフェイスに同時に適用できま
す。範囲内のすべてのインターフェイスが同じタイプである必要があります。また、1つのポー
トプロファイルから別のポートプロファイルに設定を継承することもできます。システムは 4つ
のレベルの継承をサポートしています。

ポートプロファイルの作成

デバイスにポートプロファイルを作成できます。各ポートプロファイルは、タイプにかかわら

ず、ネットワーク上で一意の名前を持つ必要があります。

ポートプロファイル名には、次の文字のみを使用できます。（注）

• a～ z

• A～ Z

• 0～ 9

•特殊文字は、以下を除き使用できません。

◦ .

◦ -

◦ _

手順の概要

1. configure terminal
2. port-profile [type {ethernet | interface-vlan | port-channel}] name
3. exit
4. （任意） show port-profile
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminalステップ 1   

指定されたタイプのインターフェイスのポートプロファイ

ルを作成して命名し、ポートプロファイルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

port-profile [type {ethernet |
interface-vlan | port-channel}] name

ステップ 2   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 3   

（任意）

ポートプロファイル設定を表示します。

show port-profileステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-configステップ 5   

次の例は、イーサネットインターフェイスに対して testという名前のポートプロファイルを作成
する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile type ethernet test
switch(config-ppm)#

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードの開始およびポートプロファ

イルの修正

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し、ポートプロファイルを修正でき

ます。ポートプロファイルを修正するには、ポートプロファイルコンフィギュレーションモー

ドを開始する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. port-profile [type {ethernet | interface-vlan | port-channel}] name
3. exit
4. （任意） show port-profile
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminalステップ 1   

指定されたポートプロファイルのポートプロファイルコン

フィギュレーションモードを開始し、プロファイルの設定

を追加または削除します。

port-profile [type {ethernet |
interface-vlan | port-channel}] name

ステップ 2   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 3   

（任意）

ポートプロファイル設定を表示します。

show port-profileステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-configステップ 5   

次に、指定されたポートプロファイルのポートプロファイルコンフィギュレーションモードを

開始し、すべてのインターフェイスを管理アップする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile type ethernet test
switch(config-ppm)# no shutdown
switch(config-ppm)#

一定範囲のインターフェイスへのポートプロファイルの割り当て

単独のインターフェイスまたはある範囲に属する複数のインターフェイスにポートプロファイル

を割り当てることができます。すべてのインターフェイスが同じタイプである必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface [ethernetslot/port | interface-vlanvlan-id | port-channelnumber]
3. inherit port-profilename
4. exit
5. （任意） show port-profile
6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminalステップ 1   

インターフェイスの範囲を選択します。interface [ethernetslot/port |
interface-vlanvlan-id |
port-channelnumber]

ステップ 2   

指定したポートプロファイルを、選択したインターフェ

イスに割り当てます。

inherit port-profilenameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを

終了します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイル設定を表示します。

show port-profileステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-configステップ 6   

次に、イーサネットインターフェイス 7/3～ 7/5、10/2、および 11/20～ 11/25に adamという名前
のポートプロファイルを割り当てる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet7/3-5, ethernet10/2, ethernet11/20-25
switch(config-if)# inherit port-profile adam
switch(config-if)#

特定のポートプロファイルのイネーブル化

ポートプロファイル設定をインターフェイスに適用するには、そのポートプロファイルをイネー

ブルにする必要があります。ポートプロファイルをイネーブルにする前に、そのポートプロファ

イルを一定範囲のインターフェイスに設定し、継承できます。その後、指定されたインターフェ

イスで設定が実行されるように、そのポートプロファイルをイネーブルにします。

元のポートプロファイルに 1つ以上のポートプロファイルを継承する場合、最後に継承された
ポートプロファイルだけをイネーブルにする必要があります。こうすれば、その前までのポート

プロファイルがイネーブルにされたと見なされます。

ポートプロファイルをイネーブルまたはディセーブルにするには、ポートプロファイルコンフィ

ギュレーションモードを開始する必要があります。
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手順の概要

1. configure terminal
2. port-profile [type {ethernet | interface-vlan | port-channel}] name
3. state enabled
4. exit
5. （任意） show port-profile
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminalステップ 1   

指定されたタイプのインターフェイスのポートプロファイ

ルを作成して命名し、ポートプロファイルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

port-profile [type {ethernet |
interface-vlan | port-channel}] name

ステップ 2   

そのポートプロファイルをイネーブルにします。state enabledステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイル設定を表示します。

show port-profileステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-configステップ 6   

次の例は、ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し、ポートプロファイル

をイネーブルにする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile type ethernet test
switch(config-ppm)# state enabled
switch(config-ppm)#

ポートプロファイルの継承

ポートプロファイルを既存のポートプロファイルに継承できます。システムは 4つのレベルの継
承をサポートしています。
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手順の概要

1. configure terminal
2. port-profilename
3. inherit port-profilename
4. exit
5. （任意） show port-profile
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminalステップ 1   

指定されたポートプロファイルに対して、ポートプロファイル

コンフィギュレーションモードを開始します。

port-profilenameステップ 2   

別のポートプロファイルを既存のポートプロファイルに継承し

ます。元のポートプロファイルは、継承されたポートプロファ

イルのすべての設定を想定します。

inherit port-profilenameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイル設定を表示します。

show port-profileステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次の例では、adamという名前のポートプロファイルを testという名前のポートプロファイルに
継承する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-ppm)# inherit port-profile adam
switch(config-ppm)#

一定範囲のインターフェイスからのポートプロファイルの削除

プロファイルを適用した一部またはすべてのインターフェイスから、ポートプロファイルを削除

できます。この設定は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで行います。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface [ethernetslot/port | interface-vlanvlan-id | port-channelnumber]
3. no inherit port-profilename
4. exit
5. （任意） show port-profile
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminalステップ 1   

インターフェイスの範囲を選択します。interface [ethernetslot/port |
interface-vlanvlan-id |
port-channelnumber]

ステップ 2   

選択したインターフェイスへの指定したポートプロファ

イルの割り当てを解除します。

no inherit port-profilenameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを

終了します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイル設定を表示します。

show port-profileステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-configステップ 6   

次の例は、イーサネットインターフェイス 7/3～ 7/5、10/2、および 11/20～ 11/25への adamとい
う名前のポートプロファイルの割り当てを解除する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 7/3-5, 10/2, 11/20-25
switch(config-if)# no inherit port-profile adam
switch(config-if)#

継承されたポートプロファイルの削除

継承されたポートプロファイルを削除できます。この設定は、ポートプロファイルモードで行

います。
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手順の概要

1. configure terminal
2. port-profilename
3. no inherit port-profilename
4. exit
5. （任意） show port-profile
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminalステップ 1   

指定されたポートプロファイルに対して、ポートプロファイ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

port-profilenameステップ 2   

このポートプロファイルから継承されたポートプロファイル

を削除します。

no inherit port-profilenameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイル設定を表示します。

show port-profileステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次の例では、adamという名前の継承されたポートプロファイルを testという名前のポートプロ
ファイルから削除する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-ppm)# no inherit port-profile adam
switch(config-ppm)#

基本インターフェイスパラメータの確認
基本インターフェイスパラメータは、値を表示して確認します。パラメータ値を表示してカウン

タのリストをクリアすることもできます。

基本的なインターフェイス設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。
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目的コマンド

CDPステータスを表示します。show cdp all

1つまたはすべてのインターフェイスに設定さ
れている状態を表示します。

show interfaceinterface

インターフェイスの状態表を表示します。show interface brief

error-disabledインターフェイスに関する情報を
表示します。

show interface status err-disabled

現在のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイスの UDLDステータスを表示しま
す。

show udldinterface

現在のデバイスのUDLDステータスを表示しま
す。

show udld global

インターフェイスカウンタのモニタリング
Cisco NX-OSを使用して、インターフェイスカウンタを表示し、クリアできます。

インターフェイス統計情報の表示

インターフェイスでの統計情報の収集に、最大 3つのサンプリング間隔を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface etherslot/port
3. load-interval counters [1 | 2 | 3] seconds
4. show interfaceinterface
5. exit
6. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

インターフェイスを指定します。interface etherslot/port

例：
switch(config)# interface ether 4/1
switch(config)#

ステップ 2   

ビットレートおよびパケットレートの統計情報を収

集する最大 3つのサンプリング間隔を設定します。
各カウンタのデフォルト値は、次のとおりです。

load-interval counters [1 | 2 | 3] seconds

例：
switch(config)# load-interval counters 1
100
switch(config)#

ステップ 3   

1：30秒（VLANの場合は 60秒）

2：300秒

3：未設定

（任意）インターフェイスステータスを表示しま

す。カウンタもあわせて表示します。

show interfaceinterface

例：
switch(config)# show interface ethernet
2/2
switch#

ステップ 4   

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if-range)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、イーサネットポート 3/1の 3種類のサンプリング間隔を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# load-interval counter 1 60
switch(config-if)# load-interval counter 2 135
switch(config-if)# load-interval counter 3 225
switch(config-if)#
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インターフェイスカウンタのクリア

clear counters interfaceコマンドを使用して、イーサネットおよび管理インターフェイスカウンタ
をクリアできます。この作業は、コンフィギュレーションモードまたはインターフェイスコン

フィギュレーションモードで実行できます。

手順の概要

1. clear counters interface [all | ethernetslot/port | loopbacknumber |mgmtnumber | port
channelchannel-number]

2. show interfaceinterface
3. show interface [ethernetslot/port | port channelchannel-number] counters

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

インターフェイスカウンタをクリアしま

す。

clear counters interface [all | ethernetslot/port |
loopbacknumber |mgmtnumber |port channelchannel-number]

例：
switch# clear counters ethernet 2/1
switch#

ステップ 1   

（任意）インターフェイスのステータス

を表示します。

show interfaceinterface

例：
switch# show interface ethernet 2/1
switch#

ステップ 2   

（任意）インターフェイスカウンタを表

示します。

show interface [ethernetslot/port | port
channelchannel-number] counters

例：
switch# show interface ethernet 2/1 counters
switch#

ステップ 3   

次に、イーサネットポート 5/5のカウンタをクリアする例を示します。
switch# clear counters interface ethernet 5/5
switch#

QSA の設定例
Cisco Nexus 9396PX：
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•ポート 2/1のデフォルト設定を使用して、ポートグループ 2/1-6のすべてのQSFPは速度 40G
になります。ポートグループ 2/1-6に QSAモジュールがある場合は、error disabledになりま
す。

• speed-group [ 10000 | 40000] コマンドを使用してポート 2/7を設定し、ポートグループ 2/7-12
内のすべての QSAを 10Gまたは 40Gの速度にします。ポートグループ 2/7-12に QSFPモ
ジュールがある場合は、error disabledになります。

次の例は、Cisco Nexus 9396PXの速度グループの最初のポートに関して QSAを設定する方法を示
したものです。

switch# conf t
switch(config)# interface ethernet 2/7
switch(config-if)# speed-group 10000
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